
当社について

現状のSDGsに対するマテリアリティ（重要課題）
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企業概要

(所在地：岩手県盛岡市)

コンプライアンス・ガバナンス

マテリアリティ（重要課題）

エネルギー使用量の削減、再生可能エネルギーの活用、持続可能な森林資源の利用

女性活躍の推進、多様で柔軟な働き方の推進、従業員のキャリア開発

文化・芸術・スポーツ活動、地域金融機関との連携、地域とのコミュニケーション

消費者・顧客課題解決、業務効率化や生産性の向上、デジタル技術の活用

大項目

環境の保全

従業員の働きがい

地域社会への貢献

タヤマスタジオ株式会社

代表取締役　田山貴紘

写真2

当社は、2013年に設立。 

盛岡市中央公園に拠点を構え、現南部鉄器伝統工芸士会会長を技術顧問に伝統工芸品
南部鉄瓶の製造、販売をしております。                                             
鉄瓶ブランド「kanakeno（かなけの）」では、市民と学ぶ講座「てつびん学校」、体験型ショー
ルーム「お茶とてつびん engawa」、持続可能な職人育成の仕組み「あかいりんごプロジェク
ト」、作り手と使い手が出会い、繋がる場「SUNABA」など業界のアップデートに取組んでいま
す。                                       



【企画・制作協力：株式会社日経リサーチ 「SDGs経営推進プロジェクト」】

マテリアリティ（重要課題）

タヤマスタジオ株式会社　SDGs宣言書

当社は、国際連合で採択された持続可能な開発目標（SDGs）の達成に、
以下のマテリアリティ（重要課題）への取り組みを通じて貢献します。

2023年3月3日
タヤマスタジオ株式会社

代表取締役　田山貴紘

・バイオマスエネルギーである木炭の活用と木炭生産への支援。

 ▼ 目標・取り組み内容

・環境負荷の少ない手工業での生産の推進。
・太陽光パネル設置による再生エネルギーの活用。

環境関連の法令遵守と環境保護に配慮した事業活動に取り組むとともに、環境経営に関する社内浸透
を進めます。

 環境の保全

 ▼ 目標・取り組み内容

・女性職人の育成と環境整備。

・フレックスタイム制の導入。

・職人の意思により選択できる多様な雇用形態の整備。

 従業員の働きがい

ワークライフバランスとダイバーシティの実現によりディーセントワークを意識した経営を目指しま
す。

 ▼ 目標・取り組み内容

・地域密着（てつびん学校開設）による、南部鉄瓶の認知度向上。
・地域金融機関と連携した、伝統工芸の継承。
・てつびん学校開設による、地域住民との交流の場の創出。

伝統工芸を通じて、地域社会へ貢献いたします。

 地域社会への貢献

・デジタルを活用した職人育成支援の推進。

 ▼ 目標・取り組み内容

 コンプライアンス・ガバナンス

コンプライアンス体制を構築する。

・消費者意向をくみ取る、フルオーダー型サービスの実現。
・3Dプリンターを活用した高付加価値製品の開発と生産性向上。


